
項番 著者名 種別 資料名 発行年 発行者

1 岡倉天心 書籍 『岡倉天心全集』３巻 1979年 平凡社

2 藤岡陽子 書籍 『おしょりん』 2016年 ポプラ社

3 大島昌宏 書籍 『九頭竜川』 1991年 新人物往来社

4 有明夏夫 書籍 『俺たちの行進曲』 1981年 文藝春秋

5 桑原武夫 書籍 『桑原武夫全集』5巻 1969年 朝日新聞社

6 小松左京 書籍 『やぶれかぶれ青春記・大阪万博奮闘記』 2018年 新潮社

7 則武三雄 書籍 『紙の本』 1964年 北荘文庫

8 津村節子 書籍 『炎の舞い』 1975年 新潮社

9 大和田伸也 書籍 『恐竜を掘ろう』 2013年 講談社

1 高見順 書籍 『昭和文学盛衰史』一・二 1958年 文藝春秋新社

2 多田裕計 書籍 『小説芭蕉』（「荒野の雲雀」収録） 1964年 学習研究社

3 水上勉 書籍 『働くことと生きること』 1982年 東京書籍

4 石川九楊 書籍 『九楊自伝』 2024年 ミネルヴァ書房

5 藤田宜永 書籍 『愛さずにはいられない』 2003年 集英社

6 加古里子 書籍 『宇宙』 1978年 福音館書店

◆展示資料◆

「福井の文学でたどる昭和百年]

「博覧会と福井の文学」

2025年7月　作成：ふるさと文学館

図書館・文書館・ふるさと文学館三館連携展示

「博覧会と福井の文学」＆「福井の文学でたどる昭和百年」

2025年は大阪・関西万博開催の年です。これを記念して、図書館・文書館・ふるさと文学

館の三館で「博覧会」をテーマにした連携展示を開催します。当館では、博覧会に関わる

福井ゆかり作家の作品や、福井が舞台の文学作品を紹介します。

また本年は昭和改元から100年にあたる年でもあります。昭和の風景や象徴的な出来事

が描かれた福井ゆかり作家たちの作品を合わせて紹介します。

展示期間：2025年7月18日（金）～9月28日（日）


